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(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネッセンス表示パネル

(57)【要約】
【課題】  電極配線の低抵抗化がなされた有機エレクト
ロルミネセンス表示パネルを提供する。
【解決手段】  有機エレクトロルミネセンス表示パネル
は、各々が積層された複数の表示電極及び有機材料層か
らなる有機エレクトロルミネッセンス素子の複数からな
る表示パネル領域を含む基板と、基板上の表示パネル領
域を囲む領域に形成された電極に電気的に接続された導
電性の接続ラインと、からなり、接続ラインは表示パネ
ル領域上に形成された電極に比して低抵抗とした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  各々が積層された複数の表示電極及び有
機材料層からなる有機エレクトロルミネッセンス素子の
複数からなる表示パネル領域を含む基板と、
前記基板上の前記表示パネル領域を囲む領域に形成され
た、前記電極に電気的に接続された導電性の接続ライン
と、からなり、
前記接続ラインは前記表示パネル領域上に形成された電
極に比して低抵抗としたことを特徴とする有機エレクト
ロルミネッセンス表示パネル。
【請求項２】  前記接続ラインは前記表示パネル領域上
に形成された電極に比して肉厚の導電性肉厚部からなる
ことを特徴とする請求項１記載の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示パネル。
【請求項３】  前記接続ラインは前記表示パネル領域上
に形成された電極に比して表面積を大としたことを特徴
とする請求項１記載の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネル。
【請求項４】  前記接続ラインは前記表示パネル領域上
に形成された電極に比して低抵抗材料により構成したこ
とを特徴とする請求項１記載の有機エレクトロルミネッ
センス表示パネル。
【請求項５】  前記接続ライン及び肉厚部の合計膜厚
が、少なくとも最表面の前記表示電極の膜厚より大であ
ることを特徴とする請求項２記載の有機エレクトロルミ
ネッセンス表示パネル。
【請求項６】  前記接続ラインは、最表面の前記表示電
極の形成材料と同一材料であり、かつ前記表示電極の膜
厚とほぼ同一の厚さで形成されたことを特徴とする請求
項１記載の有機エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【請求項７】  前記肉厚部は、前記接続ラインの形成材
料と同一材料で形成されたことを特徴とする請求項２記
載の有機エレクトロルミネッセンス表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、電流の注入によって発
光するエレクトロルミネッセンス（以下、ＥＬともい
う）を呈する有機化合物材料の薄膜からなる発光層（以
下、有機発光層という）を各々が備えた複数の有機ＥＬ
素子を、所定パターンにて基板上に形成する有機ＥＬ表
示パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、有機発光材料の積層体を用いた表
示素子として有機エレクトロルミネセンス素子（以下、
有機ＥＬ素子ともいう）がある。有機ＥＬ素子は、透明
基板上に、透明電極と、有機ＥＬ媒体と、金属電極とが
順次積層されて構成される。例えば、有機ＥＬ媒体は、
有機発光層の単一層、あるいは有機正孔輸送層、有機発
光層及び有機電子輸送層の３層構造の媒体、又は有機正
孔輸送層及び有機発光層２層構造の媒体、さらにこれら
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の適切な層間に電子或いは正孔の注入層を挿入した積層
体の媒体などである。
【０００３】有機ＥＬ表示パネルの例えばマトリクス表
示タイプのものは、透明電極層を含む行電極と、有機Ｅ
Ｌ媒体と、行電極に交差する金属電極層を含む列電極
と、が順次積層されて構成される。行電極は、各々が帯
状に形成されるとともに、所定の間隔をおいて互いに平
行となるように配列されており、列電極も同様である。
このように、マトリクス表示タイプの表示パネルは、複
数の行と列の電極の交差点（ドットともいう）に形成さ
れた複数の有機ＥＬ素子の発光画素からなる画像表示配
列すなわち表示パネル領域を有している。
【０００４】有機ＥＬ素子は、電流注入型の素子である
ため、素子の発光効率は、電極ラインの低抵抗化に大き
く依存する。したがって、電極ラインの抵抗が高いと、
流れる電流によって大きな電圧降下が起こり、輝度ムラ
を生じ表示品位を損ねる。よって、基板上表示パネル領
域内での電極の配線は、抵抗の低い材料を用いる必要が
あるが、特に陽極として用いられるインジウム錫酸化物
（以下、ＩＴＯという）などの透明電極は、シート抵抗
が高く問題となっていた。
【０００５】そこで、表示パネル領域内での透明電極
（陽極）どうしの配線には、抵抗値の小さい補助の金属
ラインを用いて低抵抗化を図っていた。即ち、基板上に
パターン化された陽極を積層しその上にさらに金属ライ
ンを積層し、その後、有機化合物からなる有機材料層、
陰極を順次積層し、各素子を形成して、さらに、陰極及
び陽極の各々を外部端子へ接続されるように形成してい
た。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところが、基板上の表
示パネル領域以外での接続ライン等の配線の低抵抗化が
達成されていない。本発明は上述の問題点に鑑みなされ
たものであり、電極配線の低抵抗化を図り、容易な工程
で表示品位の高い有機ＥＬ素子を提供することを目的と
する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の有機エレクトロ
ルミネッセンス表示パネルは、各々が積層された複数の
表示電極及び有機材料層からなる有機エレクトロルミネ
ッセンス素子の複数からなる表示パネル領域を含む基板
と、前記基板上の前記表示パネル領域を囲む領域に形成
された、前記電極に電気的に接続された導電性の接続ラ
インと、からなり、前記接続ラインは前記表示パネル領
域上に形成された電極に比して低抵抗としたことを特徴
とする。
【０００８】本発明の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネルにおいては、前記接続ラインは前記表示パネル
領域上に形成された電極に比して肉厚の導電性肉厚部か
らなることを特徴とする。本発明の有機エレクトロルミ
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3
ネッセンス表示パネルにおいては、前記接続ラインは前
記表示パネル領域上に形成された電極に比して表面積を
大としたことを特徴とする。
【０００９】本発明の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネルにおいては、前記接続ラインは前記表示パネル
領域上に形成された電極に比して低抵抗材料により構成
したことを特徴とする。本発明の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示パネルにおいては、前記接続ライン及び肉
厚部の合計膜厚が、少なくとも最表面の前記表示電極の
膜厚より大であることを特徴とする。
【００１０】本発明の有機エレクトロルミネッセンス表
示パネルにおいては、前記接続ラインは、最表面の前記
表示電極の形成材料と同一材料であり、かつ前記表示電
極の膜厚とほぼ同一の厚さで形成されたことを特徴とす
る。本発明の有機エレクトロルミネッセンス表示パネル
においては、前記肉厚部は、前記接続ラインの形成材料
と同一材料で形成されたことを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の実施の形態を図
面を参照しつつ説明する。図１は実施形態の一例の有機
ＥＬ表示パネル４２を示し、これは複数の有機ＥＬ素子
からなる表示パネル領域４１と、有機ＥＬ素子に接続さ
れる外部端子及び配線からなる配線領域４４とを含んで
いる。
【００１２】有機ＥＬ素子の表示パネル領域４１は、基
板２上にマトリクス状に配置されかつ各々が赤Ｒ、緑Ｇ
及び青Ｂの発光部からなる発光画素の複数からなる画像
表示配列領域である。図２に示すように、表示パネル領
域４１においては、第１表示電極即ち透明陽極ライン３
と垂直方向の第２表示電極すなわち陰極ライン９との交
差する部分に挟まれた対応色発光する有機ＥＬ媒体８に
より、各発光部が形成されている。第２表示電極ライン
９は、それらの間に配置されかつ絶縁膜６上に形成され
た隔壁７により、電気的に分断されている。第２表示電
極ライン９及び隔壁７の上には封止膜５０が形成されて
いる。
【００１３】基板２上の表示パネル領域４１を囲む配線
領域４４においては、図１に示すように、導電性の接続
ライン５が対応する各電極に電気的に接続されて形成さ
れる。図３に示すように、接続ライン５上に導電性の肉
厚部５ａが形成されており、接続ライン５及び肉厚部５
ａの合計膜厚が、少なくとも最表面の表示電極すなわち
陰極ライン９の膜厚より大であることにより、配線の断
面積が拡大し配線の低抵抗化が達成される。接続ライン
５は、最表面の表示電極すなわち陰極ライン９の形成材
料と同一材料であり、表示電極の膜厚とほぼ同一の厚さ
で形成されている。同一の蒸着マスクを介して成膜され
るからである。図３に示すように、肉厚部５ａは、接続
ライン５の成膜後に、接続ラインの形成材料と同一材料
で形成される。
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【００１４】このように、配線の低抵抗化は、接続ライ
ンが表示パネル領域上に形成された電極に比して肉厚の
導電性肉厚部からなることにより、達成されるが、さら
には、接続ラインを表示パネル領域上に形成された電極
に比して表面積を大とするようにしても、配線の低抵抗
化が達成される。また、接続ラインを、表示パネル領域
上に形成された電極に比して低抵抗材料により構成する
ことによっても、配線の低抵抗化の効果が達成される。
【００１５】図４～図９は、本発明の実施形態における
有機ＥＬ表示パネルが製造される工程を示す図である。
先ず、図４に示すように、透光性のガラスなどの基板２
を用意し、この主面上に、表示パネル領域４１のための
ＩＴＯからなる各々が平行に伸長する複数の第１表示電
極即ち透明陽極３を形成する。同時に、アイコンなどの
表示領域３９及び画像表示配列領域の外の外部電極端部
用、さらに、後に形成される陰極の接続用のパッド部３
ＰもＩＴＯにより形成する。
【００１６】なお、透明陽極３は、連結した複数の島状
ＩＴＯ電極を画像表示配列領域となるようにマトリクス
状に形成し、これら島状ＩＴＯ電極を水平方向に電気的
に接続する金属のバス電極を蒸着して形成することもで
きる。ＩＴＯ成膜の場合に、後述する接続ラインを接続
する接続部ｃｏｎも同時に形成する。第１表示電極の各
形状は、必ずしも同一形状でなくても良いが、後述する
接続ラインを接続する接続部ｃｏｎをそれぞれ備えて形
成される。
【００１７】次に、図５に示すように、アイコンなどＩ
ＴＯ表示領域３９の接続部ｃｏｎ及び外部電極端部用及
び陰極接続用のパッド部３Ｐ並びに透明陽極３端部の陽
極接続部上に、Ｃｒなどの補助電極３ｂを形成する。こ
れら補助電極３ｂはエッチングにより形成される。次
に、図６に示すように、基板上に例えば感光性樹脂、Ｓ
ｉＯ
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などを用いた絶縁層６を積層形成する。絶縁層６

は、素子のドット発光部を型取る抜け部分すなわち第１
表示電極３の部分、及び後述する接続ラインを接続する
ための接続部ｃｏｎが露出するように、貫通孔の開口部
Ｈを除いて、基板上に形成される。同様に、アイコン表
示領域３９やその接続部、外部電極端部用及び陰極接続
用のパッド部３Ｐ並びに透明陽極３端部の陽極接続部な
どの発光部や接続部となる部分を除いて、それらが露出
するように絶縁膜にて被覆する。
【００１８】さらに、図７に示すように、後工程で複数
の第２表示電極９の陰極を分断して形成するため、感光
性樹脂からなる互いに平行な複数の隔壁７も形成され
る。すなわち、第１表示電極３のドット発光部に対応す
る部分が露出するように、第１表示電極に対して垂直に
伸長し所定間隔で位置するように複数の電気絶縁性の隔
壁７を形成する。
【００１９】次に、図８に示すように、絶縁層６の開口
から露出している第１表示電極３のドット発光部に対応
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3
からなる有機

材料層８を形成する。この際、正孔輸送層の材料は有機
材料層８は、少なくとも素子の発光表示領域全体を覆う
ように蒸着して形成してもよい。もちろん、有機材料層
８は、第１表示電極の接続部ｃｏｎを避けて形成する。
【００２０】次に、図９に示すように、第２表示電極
（陰極）９と接続ライン５を同時に形成する。これは、
例えば、第２表示電極９と接続ライン５の材料としてＡ
ｌを用いて所定マスクにて蒸着を行なうことにより、第
１表示電極３上に有機材料層８が形成された領域に、さ
らにＡｌからなる第２表示電極９が蒸着積層されて、素
子の発光表示領域を形成し、その他のＡｌ蒸着部分が接
続ライン５を含んで形成される。このように、第１及び
第２表示電極との各交差部有機材料層にて発光部を画定
すると同時に、有機ＥＬ素子に接続される外部端子及び
配線からなる配線領域４４をも画定する。
【００２１】また、この場合に、先に形成した接続部ｃ
ｏｎ上に接続ライン５の一部が蒸着されるので接続部ｃ
ｏｎと接続ライン５が同時に電気的に接続される。次
に、先の図１及び図３に示すように、さらに配線に必要
な金属蒸着を繰り返して、接続ライン５上にＡｌからな
る導電性の肉厚部５ａを成膜して、有機ＥＬ素子の表示
パネル領域４１の結線を完成させる。肉厚部形成用のマ
スク開口部が大きくスリットが細いパターンを有するマ
スクでは、開口部近傍の強度が不足するので、肉厚部５
ａを成膜する際に肉厚部５ａを複数間欠的に配置するこ
とにより、マスクが撓む問題を解消し、微細な配線パタ
ーンが形成できる。
【００２２】最後に、第２表示電極の形成後、無機及び
又は有機材料にて防湿用の封止膜５０を領域全体に形成
して封止し、フルカラーの有機ＥＬ表示パネルが得られ*
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*る。
【００２３】
【発明の効果】本発明は以上のように構成したため、接
続ラインの低抵抗化を簡単な工程で達成でき、輝度ムラ
がなく表示品位の高い有機ＥＬ素子表示パネルを実現で
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による実施例の多面取り用透明基板の概
略部分拡大平面図。
【図２】図１の線ＡＡの部分拡大断面図。
【図３】図１の線ＢＢの部分拡大断面図。
【図４】本発明による実施例の有機ＥＬ表示パネル製造
工程における基板の概略平面図。
【図５】本発明による実施例の有機ＥＬ表示パネル製造
工程における基板の概略平面図。
【図６】本発明による実施例の有機ＥＬ表示パネル製造
工程における基板の概略平面図。
【図７】本発明による実施例の有機ＥＬ表示パネル製造
工程における基板の概略平面図。
【図８】本発明による実施例の有機ＥＬ表示パネル製造
工程における基板の概略平面図。
【図９】本発明による実施例の有機ＥＬ表示パネル製造
工程における基板の概略平面図。
【符号の説明】
２  基板
３  第１表示電極
５  接続ライン
５ａ  肉厚部
６  絶縁膜
８  有機材料層
９  第２表示電極
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